
元気もりもり！食育通信  

 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2年 12月 21日 

美里町立美里中学校 

給食室 

1２月 



 

 

 

 

 

２０２０年は１２月２１日が冬至になります。昔から日本では、冬至の日にかぼちゃを食べ、ゆず湯に入

る習慣があります。また、「運盛り」といって、名前の終わりに「ん」がつく食べ物を食べると縁起がよい

とされています。とくに名前の中に「ん」が２回出てくる食べ物は、運を呼び込むと言われています。かぼ

ちゃは、別名を「なんきん」といい、にんじん、れんこん、ぎんなん、きんかん、かんてん、うどん（昔は

うんどんと呼ばれていた）とともに、「冬至の七種」とされ、この「運盛り」の強力アイテムにもなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食で冬至メニューを提供しました！ 

 

 

 

 

 

 

かぼちゃには、鼻やのどの粘膜を強くす

るビタミン A、寒さによるストレスを和

らげるビタミン C、血行をよくするビタ

ミン Eが多く、冬の健康を守るのに大切

なはたらきをする、これら「ビタミン

ACE」をしっかりとることができます。 

１２月２１日は 

かぼちゃは夏の太陽をいっぱいに浴びて

実をつけます。皮が厚くて長く保存がで

きたことから、昔は冬の貴重なビタミン

源でした。現在は、日本とは季節が逆の

南半球から輸入されるものが、この時期、

お店に並ぶことが多いようです。 

～１２月１８日（金）の給食～ 

・カレーうどん  ・牛乳 

・海藻サラダ 

・かぼちゃ蒸しパン 

  運を呼び込む「かぼちゃ（なんきん）」と「うどん

（うんどん）」「にんじん」を使用しました。 

 


